



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































兜率天の 1 日は 400 年に相当します。もう一方の
寿命は、四天王天の神々の寿命が、その天の時間
の長さで 500 歳、これも順番に倍になり、兜率天
の神々の寿命は 4000 歳になります。1 月が 30 日、




返すと、兜率天では 9 百万の 64 倍の 5 億 7 千 6
百万歳となります。これが兜率天に住む弥勒にも
適用されて、弥勒が天寿を全うして、われわれの





億 7 千 6 百万年という数は、授業で紹介した 56
億 7 千万年よりも一桁近く小さい数です。これは、
5 億 7 千 6 百万歳が数字の順序にひきずられて、5




























































































































森 雅秀 1991 「十忿怒尊のイメージをめぐる
考察」『仏教の受容と変容 3 チベット・ネパー










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とあらためて思いました。7 は週 7 日制の 7 だし、





12 も重要でしょう。12 ヶ月、24 時間、60 分な
どは 12 進法が基本となっています。インドは古
くから天文学や暦学が高度に発達していた国です。
1週間を 7日とするのは基本中の基本です。 
 
この講義を通じて、密教と一般の仏教の区別が今
ひとつわからなかったのですが、インドでは日本
と違って密教以外の宗派はおとろえてしまい、密
教＝仏教と考えればよいのでしょうか。 
現在の日本仏教は宗派が基本となるので、真言宗
や天台宗のような密教の宗派と、浄土宗、禅宗、
日蓮宗のようなおもに鎌倉期に成立した宗派が併
存しています。細かく見れば、さらに多くの宗派
があり、中には奈良時代の南都六宗に起源を持つ
宗派もあります。たしかにインド仏教はこのよう
2004年度 
342 
な日本仏教とは様相がかなり異なるようです。歴
史的に見れば、初期仏教、部派仏教、大乗仏教、
密教という発展段階をたどるように、概説書など
では書いてありますが、実際は非常に古い伝統が
生き続け、大乗仏教や密教のような新しい動きが
現れた後も、しっかり残っていたようです。イン
ドから仏教が姿を消すころでも、いわゆる小乗の
僧団はインド各地で活動していたようです。大乗
仏教と密教の関係も複雑で、大乗仏教がおとろえ
て密教になったわけではありません。密教の経典
に説かれるような特殊な実践法や儀礼、あるいは
神々の体系を重視する人々が、大乗仏教の教団内
で、まとまって存在していたというのが実状のよ
うです。 
 
世界史をやっていて、シヴァ神の絵を見せてもら
ったことがありますが、体から水が出てたり、頭
が蛇なのは何か意味があるんですか。 
シヴァの頭の水は頭から出ているのではなく、水
を受け止めているのです。これはシヴァがガンジ
ス河が天から降りてくるのを受け止めたという神
話に由来します。蛇を体のあちこちに巻き付けて
いるのは、インドの苦行者のイメージであるとと
もに、蛇の持つ宗教的な力や性的なイメージを、
この神がそなえているからです。蛇を体に巻き付
けるのは、軍荼梨明王のような密教の仏でも見ら
れます。 
 
スライドの中には力強い感じの仏像がいました
（筋肉がすごいなど）。力強い印象を与える仏像
は、密教世界において、どのような役割を演じて
いるのですか。 
おそらく明王系の仏たちのことだと思いますが、
教科書の第 7章あたりを読んでみてください。 
 
動物に乗っている仏が多かったことが印象的でし
た。仏が乗る動物には何かきまりがあったりする
んですか。 
特定の法則はありません。ライオン、水牛、孔雀、
イノシシなどの一部の動物については授業や教科
書で取り上げました。仏教の仏たちも含め、イン
ドの神々は動物などに乗るのが一般的ですが、そ
こに特定の「きまり」を見つけることは困難なよ
うですし、むしろ、個別の事例を考察することで、
その神の性格や起源が明らかになることがありま
す。 
 
孔雀や水牛、星座など、いろいろな動物が出てき
ましたが、これまでにはあまり出てこなかったの
で、新鮮だった。今日配布の神々の名が書かれた
図を見て、この授業でさまざまな神についての話
を聞けたのだとあらためて思った。 
 
仏のイメージはつながっていくとわかっていたつ
もりだったけど、こんなにも見事につながるなん
てすごいとあらためて思った。 
 
今日で講義が最後だった。来週のテストをがんば
りたい。なぜ水天が懲罰神なんですか。 
水天すなわちヴァルナは、アーリア人の神々の世
界の中で、古い時代の最高神でした。教科書にも
書いてありますが、アーリア人の神々にはアスラ
とデーヴァという二つのグループがあり、ヴァル
ナやミトラはアスラのグループの中心的存在です。
懲罰神というよりも司法神といった方がよかった
かもしれません。世界の秩序を司り、それを乱す
ものに厳罰を与えます。世界が一定の秩序によっ
て維持されているというのは、インドでは一貫し
て認められる考え方です。ヴァルナというのは水
も意味し、もともと水とのつながりを持っていた
神なのですが、後世のヒンドゥー教では、最高神
としての尊厳を失い、水の神としてのみ信仰され
るようになります。 
 
今日のスライドは色とりどりできれいでした。テ
スト勉強に向けて今までのプリントを見直し始め
なければならないと思いました。けっこうあるの
で時間がかかりそうです。 
